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Ⅰ はじめに
赤ちゃんの泣きには眠い，お腹が空いた，抱っこをしてほしい，オムツが濡れて気持ちが悪
いなど様々な意味が込められている。これらの泣きに周囲の大人は，どうしたのかな，お腹が
空いたね，など応答的に関わっていく。そして，これらの応答的な関わりを基本としながら相
互作用を繰り返す中で，赤ちゃんと大人との間に信頼関係が築かれていく。人生の第一歩であ
る乳児期に最も大切なことは，安定した情緒，人への基本的信頼感を築くことである１）と述べ
られていることからも，乳児期の大人との愛情深い関係は大切である。すなわち，日中の多く
の時間を保育所で生活する乳児にとって，大人とは保育士のことでありその保育士が日々営む
保育は，その後の子どもの成長発達に大きな影響を及ぼすと言っても過言ではない。しかし，
現代において乳児保育はどのようにとらえられているのだろうか。保育所等関連状況取りまと
め（平成29年4月1日）の待機児童数の内訳２）では，待機児童全体の88.6％が3歳未満児であ
り，この数字から乳児保育の需要は高まっていることがわかる。また，平成29年に告示された
保育所保育指針３）においては，乳児保育の内容が加わり，保育の質の向上が求められている状
況から考えても，乳児保育の保育内容が再度検討，見直しが必要であるといえる。これらは，
保育現場だけはなく保育者養成校（以下：養成校）における学生の質の向上へと導く，授業の
改善や検討も重要であると筆者は考える。そこで，本研究では養成校に在籍する学生が乳児保
育をどのようにとらえているかを明らかにし，それらの結果から乳児保育を理解できるような
授業を実践し，今後の課題を明確にしたものである。また，本研究での乳児は0歳児を指すこ
とにする。
Ⅱ 乳児保育について
2－1 乳児保育の実際
保育所によっても異なるが，産休明け保育を実施している保育所においては，生後2か月か
らの乳児が入所してくる。本学が位置する北海道江別市には平成29年11月の段階で認可保育所
が8か所あり（幼保連携型認定こども園・小規模保育所を除く）その入所の対象年齢は表1の
通りである。
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表1からもわかる通り，半数が産休明け保育を実施している。また，保育所等関連状況取り
まとめ（平成29年4月1日）における待機児童数の内訳２）では，先にも示したが3歳未満児の
待機児童は全体の88.6％となっており，うち0歳児は16.9％となっている。これらの状況から
考えても，0歳児の需要は非常に高いが，産休明けでの乳児の入所に関しては，賛否両論があ
るのも現状である。なぜなら，わが国においては，「3歳までは母親が子育てをすることが望
ましい」「子育ては母親がするべきである」という3歳児神話や母性神話などの思考が，子育
てにおいて未だ根強い状況のためである。確かに，良好な母子関係は心身の発達の面から考え
ても最善であり，特定の大人（親・養育者）との愛情深く継続的な相互作用により，養育者と
乳児との間に情緒的な絆，「愛着」（アタッチメント）が形成されることが望ましい，ボウルビ
イ（Bowlby,j.）4）と記されていることからも，大人との関係が子どもの成長発達において重
要なことは理解できる。しかし，ここで着目したい点は，特定の大人において親だけではなく，
養育者と明記されている点である。これは，保育所において保育士と乳児との間に応答的な関
わりが日常的に繰り返され，信頼関係を育むことを考えると，保育士も養育者となりえるだろ
う。これらを踏まえると，特定の大人においては子どもに愛情を持って関わる全ての人であり，
保育士も重要な役割を果たしているといえる。
2－2 学生の乳児保育に対するとらえの現状調査
乳児期は人生で最も成長発達する時期であり，その時期を担任として保育するということは，
保育士にとって幸せなことである。同時に，その子どもにとっては人生で最初の担任であると
考えると，保育士という職業はやはり重要な役割であると同じく，素晴らしい仕事である。し
かし，その幸せに気付くにはやはり経験が必要であると筆者は考える。そこで，学生は乳児保
育に対してどのようなイメージを抱いているのかを知るため，筆者が担当する乳児保育の授業
において調査を行った。ここでの調査の時期は，あえて初回の授業で実施した。乳児保育につ
いてこれから学び始める学生が，乳児保育の本質を理解していない段階での調査が必要なため
である。調査の前には調査の必要性や調査結果を参考にすることを説明し，同意を得て実施し
た。また，調査内容では保育士の視点ではなく，あえて学生自身が親になったことを想定し，
親の視点で実施した。これは，学生の乳児保育に対する率直な考えを理解するための内容であ
ることが目的のためである。表2に調査対象，表3に調査内容，表4に調査結果，表5に学生
の自由記述の一部を示す。
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表1
入所対象年齢
0歳児
生後43日目～
0歳児
生後90日目～
1歳児～ 2歳児～
保育所数 4か所 2か所 1か所 1か所
調査結果1のその他は，保育所ではなく幼稚園に入園させたいと答えた学生である。調査結
果2のその他と答えた学生の内容の内訳は，幼稚園，保育所の時など具体的な年齢が記載され
ていない学生が16人，小学生以上3人。年齢は不明であるが内容を記載した学生が24人であっ
た。
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表2 調査対象
調査対象科目 「乳児保育」 本学1年次後学期開講
調査対象
「乳児保育」受講学生116名の内，調査回答に誤りのなかった108名を対象とした
（授業は各40名弱の3展開で実施）
調査時期 「乳児保育」初回授業で実施
表3 調査内容
調査内容1
自分が親になっていることを頭に思い浮かべてみましょう。あなたが親であれ
ば，我が子を何歳で保育所に入所させたいですか？また，なぜそのように思うの
か述べて下さい。
調査内容2
子どもの頃を思い出してみましょう。一番古い記憶は何歳のどのような記憶で
すか。
表4 調査結果
年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 その他
調査結果1
入所させたい年齢
2人 12人 11人 40人 3人 0人 40人
調査結果2
記憶が残っている年齢
0人 3人 10人 23人 22人 7人 43人
表5 調査結果1「入所させたい年齢」の自由記述より一部抜粋
年齢 自由記述の一部
0歳
・私自身が働きたいと考えているので。子どもはかわいそうかなと思いますが，年齢の違う
子どもが面倒を見てくれたりする感じも良いかなと思いました。
1歳
・家にいると家事などやらなければいけないことが沢山あり，子どもとちゃんと遊んであげ
られる時間は少ないと思った（中略）みんなで遊んで楽しむことや，色んな物に触れ合い，
想像を膨らませて色んな力を身に着けてほしい。沢山友達と話をしてコミュニケーション
を身に着けてほしいと思った。
2歳
・保育園だと，家にいるとできない事をたくさんあるので，それができるので小さいころか
ら色んな経験をすることは大切だと思ったから。
・0，1歳の乳児期はより大切だと思うので，その時間を自分で育てたいし一緒に過ごし
たいからです。
3歳
・生まれてから3歳ごろまでは母親である私が，しっかり我が子と向き合って育てたいから。
・0～3歳までは寂しい思いをさせずに一緒にいてあげたいから。
4歳
・小さいときはなるべく親と一緒に過ごす時間を多くし，たくさんあそんであげたいから。
成長を先生から聞くのではなく自分の目で見たいから。
・成長を近くで見守りたいから。
その他 ・私自身年中で幼稚園に入園したので，同じく年中で幼稚園に入園させたい。
調査結果と回答から，0歳や1歳で入所させたいと思う学生も，子どもはかわいそうと思う
など記述している。また，2歳以上で入所させたいと答えた学生の多くが，乳児期での入所に
対しては否定的な記述をしていた。
Ⅲ 調査結果を踏まえた乳児保育における授業取り組み
学生への調査，自由記述の結果から，乳児保育に対するイメージの傾向など以下のことがわ
かった。
・0歳での保育所への入所に対してはマイナスのイメージを抱いている。
・3歳ころまでは母親が子育てすることが望ましいと思っている学生が多い。
・我が子の成長を自分の目で見たいと思う学生が多い。
・自分が保育所へ入所した同じ年齢で，我が子を入所させたい傾向にある。
・保育所ではなく，幼稚園へ入園させたい。
・残っている記憶と入所させたい年齢に共通するものがあるのではないか。
乳児を保育所へ入所させることにマイナスのイメージを抱いている学生に対し，保育士にな
る前段階，つまり，養成校において乳児保育を理解するための，授業の改善や取り組みが必要
であると理解できる結果となった。
3－1 保育内容と保育士の質の向上の理解
1977年（昭和52年）「乳児保育特別対策実施要綱」が制定されたが，乳児の保育所への入所
については賛否両論があった。女性の社会への進出が目覚ましくなった昭和後期であるが，子
育てにおいては依然3歳児神話や母性神話の考えが強く，特に産休明け保育に対しては生後2
か月で保育所へ入所させることはかわいそう，母親と一番大切な時期に離れて生活することは，
その後の精神面に悪影響を及ぼすなど，否定的な面が多く取り上げられた。確かにそれまでの
乳児保育の内容は，遊びを中心としながら保育を行ってはいたが，おむつ替えやミルクを飲ま
せるなどお世話が中心であった。しかし，同時にこの頃より保育所においては乳児保育の充実
や保育内容の見直しがされるようになった。乳児が保育所において，家庭と同じような雰囲気
の中で生活できるよう改善され，そして，保育士との信頼関係を基盤としながら，遊びを通し
て心身の発達を促すよう保育内容も検討された。これらの検討や保育士の取り組みによって，
保育の質が向上したことはいうまでもない。また，保護者にとっても保育士は，子育てについ
て相談や，共感ができる存在となり，精神的な強みとなったことも確かである。これらの経緯
からもわかるように，保育内容の充実と保育士の質の向上が，乳児保育に対しての理解につな
がると筆者は考える。これを踏まえ，養成校での授業において保育内容の質を理解できるよう
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な，実践的な授業の取り組みが必要であるであると考えた。
3－2 乳児保育授業における取り組み
乳児は保育所での生活において，信頼できる大人との関係をもとに日々遊びを通して，様々
なことを経験し学んでいく。すなわち，保育の質の向上のためには遊びの質を向上させること
が重要であると考えられる。しかし，核家族化が進んでいる現在において，乳児との関わりが
減少傾向である学生は，乳児の遊びをどの様にとらえているのだろうか。また，2－2での調
査結果からもわかるように，記憶のない乳児期の遊びを理解することは容易ではない。また，
授業の中で「乳児は何をして遊ぶと思いますか」と，口頭質問した際の学生の反応は薄く，音
の出るおもちゃ，赤ちゃんがおもちゃを手に持つ，人形やわらべうたに抱っこ，乳児の遊びの
名前がわからないなど，実際にはどの様に乳児が遊ぶのかわからないと答える学生が多かった。
また，子守歌を知っているかの質問には，受講学生の89％が知っていると答えたが，その内訳
は聞いたことがあるが歌えない学生が76％，鼻歌程度であれば少し歌える学生が13％，他の学
生は全く知らないという結果であった。これから保育者，教育者になるであろう学生が，遊び
を知らなくては，保育を行うことは極めて難しいであろう。そこで，授業において乳児の玩具
を作成し，実際に学生が玩具と関わるという取り組みを行った。玩具の材料はアイロンビーズ
とゴム，直径1㎝程度の丸い球を使用した簡単に完成するものである。実際に学生も5分程度
で完成した。実際に作成した玩具と作成段階，玩具との関わりを写真1，写真2，写真3に示す。
学生には，乳児であればどの様に遊ぶのか考え，実際に遊びを通し感じたことや，思いつい
たことを自由記述で記録するように伝えた。学生の記述からは，0歳児であれば振る，投げる，
なめる，見る，引っ張るなど具体的な遊びの内容は記述されていたが，その遊びが乳児の発達
や5領域に繋がるなどは記述されていなかった。
3－3 授業の取り組みにおける考察
授業の取り組みにおける学生の姿や記述から，以下のことが考察できる。
① 授業における乳児の遊びの経験において，内容の理解はできるが，その遊びの楽しさや
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写真1 写真2 写真3
面白さを感じることには難しさがある。
② 幼少期の楽しかった遊びの経験は記憶に残っており，それらは成長しても楽しい記憶と
して残っている。しかし，乳児期の記憶が残っていない状況では，成長してから遊びを
行ってもその楽しさを感じることは難しい。
③ 乳児保育理解のためには，乳児との関わりの経験は重要であると考察できる。
授業において実際に乳児の遊びを実践することは，遊びを理解する上では貴重な経験ではあ
るが，学生の姿からは遊び方の理解で留まっていると考察できる。実際に玩具を作成し，乳児
であればどの様に遊ぶかを想像しながら実践するよう伝えたが，学生は戸惑っているようで，
周りの様子を見ている学生が多かった。筆者が担当している他の科目において，だるまさんが
ころんだを実践した時には，幼稚園や保育所の時に遊んで楽しかったので，保育所実習で子ど
もと一緒に遊んでみたい，学生になって経験しても楽しいので子どもにも経験してほしいなど
と話していた姿から，自分の楽しい経験は何がどの様に楽しかったのか，体験から理解してい
ることがわかる。しかし，乳児期に関しては記憶に残っていない分，授業での体験のみでは理
解することが困難であることが明らかとなった。これらの結果から，乳児保育を理解する上で
は授業のみの実践では難しいことがわかった。そして，何より早い段階での乳児との触れ合い
が重要であると考察できる結果となった。
3－4 DVD視聴の効果
乳児との触れ合いをすぐに実践することは困難であるため，授業において「赤ちゃんの1年・
姿勢と運動の発達前編0～6か月」5）のDVD視聴を行った。0歳前半の赤ちゃんの姿が映し
出されると，学生はかわいいと言い映像に見入っていた。また，視聴後の学生の振り返りでは，
文字だけではイメージしにくいものを映像で見たことで，実際の乳児の動きがわかった，言葉
だけだとイメージできないものもあるため，映像だとわかりやすく記憶に残りやすいと思った
など記述しており，視覚を通した学びは有効であることも再確認できた。
Ⅳ まとめ
学生に中学生以上において，乳児との関わり経験があるかという調査を行った。全体の65％
以上の学生が関わった経験があると回答した。経験があると答えた学生の中には，歳の離れた
兄弟がいるので毎日遊んでいたという学生もいたが，その他の多くはインターンシップの1回
のみの関わりであり，乳児といっても1歳以上だったかもしれないという曖昧な記憶が多かっ
た。乳児特有の匂いや柔らかさ，かわいらしさ一生懸命におもちゃと遊ぶ姿を実際に見て，感
じる経験が現代社会において非常に少なくなっている。核家族化が進み，地域の中での交流が
希薄化になってきている今だからこそ，乳児との触れ合いが必要であるといえる。地域の保育
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所や幼稚園でのインターンシップを導入している中学校や高校は多くあるが，今後は養成校に
おいても，乳児と学生が触れ合う場所と時間を作ることも必要であると筆者は強く感じる。そ
の様な継続的な乳児との関わりが乳児保育への理解につながり，更には産休明け保育への肯定
感にも変化するであろうと考えられる。また，2－2の調査において，多くの学生が我が子の
成長を自分の目で見たいと記述していた。これらの意見は多くの保護者においても同じであろ
うと推測できる。これに対しては，保育現場において日々連絡帳などの記載はされているが，
加えてICTの活用なども期待されてくるであろう。本研究において明らかとなった課題，更
には乳児保育の質の向上に向けて今後も研究を継続していく。
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